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＜連絡事項＞

· 本日、杉澤純一様、古村優子様がデイケア見学予定。（対応：飯野SGM、上野JGM）

· WIZで回覧したものが見れない部署があるとのこと。青陽館で見れないものがあった際は、報告するようにしてください。

· 飯野SGMが明日から不在。私用により来週も不在になる可能性がある。

· 14日（金）第5回法人ビデオ研修「精神科医療とチーム医療」を開催。
＜利用者様情報＞

細越　定生様～禁煙プログラムに参加することを拒否している。理由としては、「（タバコを）吸うなと言われれば吸わない。」「プログラムに参加する意味がわからない。」と話している。

本多　富美様～昼食後、体温を測定すると37.3℃ある。目立った風邪症状は無く、痰が出るのみと話している。エアロビに参加しようとしているため、自己体調管理をするように看護師からアドバイスを受け、エアロビは参加せず、早めに帰宅している。

大久保恒夫様～今朝、静かな口調ではあるが怒ったような感じでの電話があり、「28日、律子と話したべ？それから律子の様子がおかしい。」と訴えている。12月28日に担当スタッフと律子様でデイケア利用について、今後についての面談を行なっており、その際に担当スタッフから、万が一1人になった際のことについて触れると、「じゃあ、恒夫と別れろってこと？」と捉え間違いしている様子が窺えた。現在律子様は、実家に帰省しており、恒夫様に離婚を突きつけている状態。恒夫様には28日の面談で、デイケア利用日は来るように、自分のことは自分で出来るようになるという目標についての話をしていることを説明しているが、納得していない様子。他メンバーの情報によると、律子様は、他メンバーの彼氏が欲しいと考え、告白しようとしている様子。様子観察していき、電話があった際は話を聴いていく。

馬渡　武光様～エアロビ中、「首の後ろがいたい。血圧を測って欲しい。」と訴えているが、異常なし。しばらく休み、スタッフが動くように促すとエアロビに再参加している。

倉石ヨシエ様～本日腰痛を訴え、エアロビを見学している。今朝から痛みがあるとのこと。

＜事例検討＞

稲垣　ふき様（66）　統合失調症　　デイナイトケア利用年数：9年6ヶ月

検討内容　・治療計画の一部見直し

　　　　　・攻撃的になる際は、どのように対処したらよいか？

治療計画⇒訴えが聞かれる際は、傾聴するとともに、対応方法を共に検討し、不安軽減へとつなげていく。

青陽館での様子

· 去年から、服薬調整をしており、現在は比較的安定している。

· 怒っているときに「ちょっと言い方がきついよ。」「大丈夫？」と声をかけると、それに対して攻撃的な返答が返ってくる。

· 精神的に調子が悪い時は、明らかに表情でわかる状態。声がけに反応ないことも調子が悪いサインなのでは？

· 食堂のポールのところで、立ってテレビを観ており、＜疲れるでしょ？＞＜座ったら？＞と声をかけると、「うるさい！」と言う事があった。

· 怒ったあと、少し落ち着いた状態になると、「松平先生の声が聴こえる。」等の訴えがある。

· 表情がかたいとき、他メンバーを批判する事があり、ケンカに発展しそうになることがあった。

青風荘での様子

· 幻聴の有無を尋ねると、「昼頃あった。」と振り返りが出来ている。

· 幻聴が聴こえる際は、ラジオやテレビなどを見聞きし、本人なりに幻聴に対して対応している様子。

· 本人曰く、幻聴はデイナイトケア利用時が多くストレスの原因は、幻聴、知らない人がいるという環境、特定スタッフの声だと話している。

稲垣ふき様の特徴と考えられること

· 疲れていて、休みたい時は、自分から休む事が出来る人なのではないか。

· 病的な体験に基づくものと思われるような言動があるときに話し掛けると怒るのではないか？

· 声をかけることだけが治療的な介入ではない。本人の状態を見て、見守り対応が求められることもあるのではないか。

まとめ
· トラブルになりそうなときだけ、声をかけ、表情のかたさや幻聴が聴こえているようなサインが見受けられた際は、見守りしていく。

· 落ち着いてから声をかけ、振り返りを行い、幻聴の有無を確認する。

＜青風荘情報交換＞

馬渡　武光様～昨日入浴しているが、頭部にフケが多く、頭をかくと落ちてくる状態。シャンプーが合わない可能性がある。

奥山依以子様～食前に歯磨きをしており、食後にするように促しているが、「言われたとおりにばっかりしていると疲れるので、（食後に歯磨きは）しません。」と拒否している。最近、虫歯のため松尾歯科に通院していたため、対応について検討していく。

小笠原富治様、下町サン子様、清水秋男様の発熱はなく、明日からデイナイトケア利用予定。

＜外来情報＞

・大久保康弘様～幻聴は少なくなっているが「50～12000Hzで可聴域があるが、それ以外の周波数で聴こえる感じ。」と話されている。「脳の中に何か出来ているんじゃないかと思う。」との事。次回採血・頭部CT予定。

・本多　富美様～兄がいるベトナムに旅行へ行く予定であることを報告している。痰と鼻汁症状あり風邪薬希望され処方となる。

・繁名　和恵様～本日デポ剤施注。幻聴は毎日あり、干渉・命令の内容であり「幻聴には勝てない。その際は下痢などあり体調は良くなかった。」と訴えている。「最近は幻聴を抑えれるようになった。」と自己評価している。

・板橋　利美様～「夜間、結構目が覚めるときがある。」と話されていますが、処方変更はなし。Ｄｒより、転倒に注意してくださいとアドバイスを受けている。

・清水端　翼様～本日デポ剤施注。
・袴田　淑子様～残食し、間食していることについて、食事はしっかり摂取するよう指導ある。
・大下　良悦様～今年で、青山荘入所契約満期である為、今後どうしていくか担当スタッフと話し合うよう指示あり、青山荘の担当スタッフへ情報提供する。

・東海林康之様～今年で、青山荘入所契約満期である為、今後どうしていくか担当スタッフと話し合うよう指示あり、青山荘の担当スタッフへ情報提供する。

・其田　淑子様～バナナと牛乳・野菜ジュースを摂取することがあると話されている。体重を減らす目的がある方は野菜ジュースや牛乳にはカロリーもある為、好ましくないこと指導受ける。詳しくは栄養指導にて聞いてみるよう説明あり、本日栄養指導実施している。

・青木　紀子様～起きられず、眠気があると話していることから、睡眠剤変更となる。
＜勉強会＞　「デイケアにおける作業療法」　　　　　　　　　担当：大谷地　寛子
デイケアの中で作業療法はどのように位置づけられ、何が行われているのだろうか？

＜米国・カナダの場合＞
1 スキルの獲得

・ＳＳＴ

2 機能障害の矯正

・認知矯正法（認知機能リハ）

1 ②は家族・関係者に対する心理教育、陽性症状に対する認知行動療法ともに効果が確認されている。　→　根拠に基づいた治療技法・援助介入を実践していると言える。

症状の改善、患者の満足度、急性期治療後の維持治療の安定化、アドヒアランスの向上に一定の効果があると認められた急性期デイケアは、ＳＳＴ、認知機能リハ、心理教育等の心理社会的治療を含んだ包括的治療プログラムをＯＴがプログラムマネージャーとして開発・発展させ、他職種スタッフへトレーニング・スーパーバイズを行いながら実施している。

＜オーストラリアの場合＞

アウトドアでの活動をはじめとして、心理教育、ＳＳＴ、認知行動療法、職業リハ、ピアサポートまで、利用者の多様なニーズに対応した幅広いプログラムで構成されている。

→　精神疾患の早期治療・早期介入のアプローチを世界に先駆けて取り組み、実績をあげている。短期間の入院治療も含めた地域ケアでのサポートまで切れ目のない、心理社会的治療プログラムを統合した包括的なデイケアプログラムとなっている。その開発、実施、メンテナンスまでをＯＴが実施し、高い評価を得ている。

＜国内の場合＞

・心理教育、ＳＳＴ等の心理社会的治療プログラムは、看護師、ＰＳＷ、心理職が中心に実施しているデイケアが大半。

・認知機能リハについては、薬物療法、脳科学に関する情報・知識が不十分である事などが影響して、実施されていない状況。

→　国内と海外の作業療法の臨床実践の間に、これほど大きな相違が生じる背景には、どこにどのような障壁・バリア存在しているのであろうか、作業療法の治療技法・介入とは何かをあらためて考える必要がある。

○今後のデイケアのあり方について

急性期デイケアに関し、症状の改善、患者の満足度、急性期治療後の維持治療の安定化、アドヒアランス（患者自身の治療への積極的能動的参加）の向上に一定の効果があると考えられる。今後、デイケアでは入院治療（急性期治療）と外来治療との、より安全性の高い移行を促し、再発予防や安定した地域生活、リカバリーの前提となる寛解状態の改善・維持を図る役割が期待される。一方、地域生活支援、居場所タイプのデイケアについては、医療・治療効果としての根拠は確認されていない。福祉領域のデイサービスなど、地域社会資源が増加した地域では、ユーザーの満足度の低下を招かないような配慮、対応を十分に行いながら、そちらへのバトンタッチ、スムーズな移行を考慮する時が来ている。





















